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国語科研究主題 

自分の考えを再構成する力の育成 
～課題解決的な言語活動を通して～ 

望月 陵  冨髙勇樹  平井規夫
 

 

１ 主題設定の理由 

【知的に自立する】 

 新学習指導要領が全面実施となった。生徒の実態を見極めながら，学力の３要素である「基礎的・基本的な

知識・技能」，「知識・技能を活用することを通して育まれる思考力・判断力・表現力等」「主体的な学習態度」

を国語科の指導事項にどのように結びつけて指導と評価を一体化していくかについて，実践を通して深めてい

きたい。 

 今回の改訂では，実生活・実社会を意識した課題や言語活動が注目されている。背景にある教育基本法の改

訂においても，知識基盤社会を生きる生徒にPISA調査の「主要能力（キー・コンピテンシー）」を含む「生きる

力」を育成することが求められている。つまり，課題に直面したときに自力解決できる国語の能力を表現する

活動を通して身に付けさせることがねらいである。 

 このような背景を踏まえ，本校の研究においても「知的に自立する」ことを目指し，「自ら問う力」の育成に

ついて取り組む。これは，自ら粘り強く課題に対して取り組む姿勢をつくることをねらいとしている。このよ

うな学びに対する主体的な姿勢をつくるためには，２つの要素が必要だと考える。それは，「探究」と「変容」

である。「探究」は，物事をより深く知る内容面に関する知的好奇心を高め，「変容」は，自分自身の学びの成

長を実感させ，さらなる課題に向かおうとする成就感をもたせる要素である。「探究」を教科の指導事項に合わ

せた内容的な深まり，そして「変容」を情意面も含んだ課題解決能力の成長の高まりととらえている。これら

の要素を充実させるために「探究を促す言語活動」，「変容を意識させる学習過程」に取り組む。 

【これまでの研究から】 

 国語科ではこれまでに，学習指導要領に示されている「言語活動の充実」と「学習過程の明確化」から授業

を構築し，検証してきた。 

 「言語活動の充実」では，これまで身に付けてきた基礎的・基本的な知識・技能を活用する場面の設定し，

課題解決を通して思考力・判断力・表現力等を育成することをねらってきた。生徒は学習活動に意欲的に取り

組み，内容的に深まりをみせた授業もあった。特に「交流」を意識したファシリテーションへの取組は，全学

年での取組も踏まえ，効果が表れている。今後，３学年の系統性も含めて実践を積み重ねたい。しかし，活動

内容が実社会や実生活とかけ離れていたり，活動に偏ってしまい何を学んだのか曖昧になったりする場面があ

ったことも確かである。今後，生徒の実態，身に付けるべき指導事項，学習活動（教材）とのマッチングを検

証してきたい。 

 また，「学習過程の明確化」では，一枚ポートフォリオなどを活用した取組を積み重ねた。見通しを持って課

題に向かう姿勢が見られ，自分の考えをまとめる記述にも慣れてきている。一部の生徒の単元末の感想欄には，

自分の考えの変容を意識し，新たな課題を持つ生徒も見られるようになった。しかし，まだまだ少数であり浸

透しているとは言い難い。各授業や単元での評価をもう一度見直し，工夫を取り入れていきたい。 

【自分の考えを見つめる】 

 本校国語科では，これらの課題点も踏まえ，生徒がより主体的に学習に取り組むために，昨年度に続き「自

分の考えを再構成する」ことを研究主題とした。 

 具体的には，日常生活や社会生活との関連，そして，コミュニケーションツールとしての言語の特性を踏ま

え，「気づき」と「交流」という２つの観点からアプローチしていきたい。生徒が身の回りの出来事や社会生活

の中から気付くことから問いが生まれ，既有の知識や技能を活用し，友人との意見の交流を通して自分の考え

をまとめ，そこから学びを深めるための新たな課題を設定しようとする知の再構成のサイクルを育成したいと

考える。生徒が課題を与えられるのを待つのではなく，自らの課題に取り組んでみようとする姿勢を少しずつ

育てていきたい。  

 そこで，国語科では「知的に自立すること」を「自ら課題に気づき，交流を通してまとめた自分の考えから，

新しい課題をもつこと」ととらえ，研究主題を「自分の考えを再構成する力の育成」とする。 
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２ 全体研究とかかわって 

 本校全体研究テーマは「自ら問う力を育む授業の創造 ～思考力・判断力・表現力等の育成を目指して～」

である。生徒が自ら問いを発し，解決に向かおうとする「知的に自

立する」ことを目指している。国語科においては，生徒自らが言語

を通して自分の考えを外化したり，他の考えと触れることで内化し

たりすることで自分の考えをより深め，広げる過程を通して，思

考・判断・表現する力を身に付けることととらえた。いわゆる「指

示待ち」の状態から脱却し，自ら課題意識をもちつづけて活動する

ことで，学びへの主体性を養おうとするものである。 

 そのためには，自分自身で「自分の考え」を見直すメタ認知的な

作業が必要であると考えた。 

 学習活動（言語活動）を通して，自分の考えがどのように変容し，

どのような力が身についたのか。そして，その力が今後どのような

場面で行かせることができそうかといった観点を持つことによっ

て，学びの有用感をもち，次へのステップへの意欲につなげること

ができるのではないかと考える。 

 国語科においては，これまでも一つの教材を正確に読んだり，何

かのテーマについて意見文を書いたりといった具体的な形での学

習は完成していた。しかし，学習者自身に国語科としてのどのよう

な力が身に付いたのかということはあまり明確になってこなかっ

たのではないだろうか。課題設定から授業のまとめにいたるまで，

身に付けるべき国語の力を常に意識することで，学習活動の内容の充実にもつながると考えた。 

 そこで，国語科として以下の観点の充実を図る。 

 

 全体研究では具体的な研究の観点として，以下の４点を挙げている。 

Ａ）生徒に付けさせたい力とそれらを育むために生徒にもたせたい問い（問うべき問い） 
Ｂ）生徒に問いをもたせる教材のあり方（教材研究） 
Ｃ）生徒に問いをもたせるための教師の役割 
Ｄ）生徒の問いをどう見取るか（表現活動・評価） 

 

 これらについて国語科では以下の観点としてとらえ直した。 

Ａ）言語能力と自己モニター能力 
Ｂ）学習課題・言語活動の設定 
Ｃ）教師の発問，指示 
Ｄ）評価 

 

Ａ）言語能力と自己モニター能力 

 国語科において身に付けさせたい力の指針として，指導要領の指導事項がある。身に付けたこれらの力がよ

り広がりや深まりをみせるためには，自分自身で「自分の考え」を見直すメタ認知的な作業が必要であると考

えた。 

 学習活動（言語活動）を通して，自分の考えがどのように変容し，どのような力が身についたのか。そして，

その力が今後どのような場面で行かせることができそうかといった観点を持つことによって，学びの有用感や，

次へのステップにつながるのではないかと考える。 

 国語科においては，これまでも一つの教材を正確に読んだり，何かのテーマについて意見文を書いたりとい

った具体的な形での学習は完成していた。しかし，学習者自身に国語科としてのどのような力が身に付いたの

かということはあまり明確になってこなかったのではないだろうか。課題設定から授業のまとめにいたるまで，

身に付けるべき国語の力を常に意識することで，学習活動の内容の充実にもつながると考えた。 

 井上尚美は「自己モニター能力」について以下のように述べている。 

 「自分の行動や思考方法そのものを自分で反省し・チェックする能力のことで，それはつまり認知のしかた

そのものを対象とし・問題として，とりあげて考えることであるから，メタ認知能力の一つである。」 
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 また，この能力を付けさせる方法として 

① 問題そのものを問題にする 

 ア なぜそれが問題なのか。 

 イ この問題が本当に問題として成立するのか。または討議するに値するようなことなのか。 

 ウ この問題の背景（歴史的・社会的背景，あるいは出題者の意図，など）はどういうところにあるのか，

など。 

② 問題をいろいろな角度から（視点）からみる 

 ア 反対のことを考えてみる（反証を出すなど）。 

 イ これを問題とすることで隠れてしまう問題はないかを考えてみる。 

 ウ 問題の解決を先延ばしにしたらどうなるか，など。 

③ 自分の考えに欠けたところがないかどうか確かめる 

 としている。これらを参考に，授業においては，目的と学習全体の見通しをもつことができる学習過程を計

画するだけでなく，生徒がより自分の考えを深めることができる工夫について取り組みたい。 

Ｂ）学習課題・言語能力の設定 

 言語能力を身に付けるために，生徒がこれまでに身に付けてきた言語能力を意識的に活用することができる

学習課題の設定が求められる。 

 学習課題の設定は，新学習指導要領において改善事項の一つである言語活動を踏まえて取り組んでいきたい。

言語活動については，今回の指導要領改訂で述べられているとおり，生徒が学習内容や活動に興味関心を抱き，

見通しを持って主体的に学習に取り組むためのものである。単元構想表などを用いて学習の流れの中で，生徒

が自らの課題を明確にできるようにしたい。 

 また，国語科研究テーマにもあるとおり「自分の考え」を再構成するための課題設定として以下の３点につ

いて注意したい。 

 ①生徒の日常生活や社会生活を踏まえる（身の回りの言語環境から「気付く」） 

 ②さまざまな観点からせまることができる（多様な考えを生み，他の考えとの「交流」を深める） 

 ③これまで身に付けた言語能力を活用することができる（自らの言語能力をメタ認知する） 

 これらは，本校研究でいうところの「問うべき問い」の国語科としての観点に当たる。 

 また，「自分の考え」を明確にするために適切な教材であるかと言う点について，教材分析をすすめていきた

い。言語活動を踏まえた学習活動を展開するに当たって，どのようなアプローチが可能か，より分析的に教材

研究を行う。また，来年度より取り組むことになる新教材についても，見通しをもって取り組みたい。さらに，

社会生活からの題材に興味を抱かせたりするために新聞などを活用した授業などにも積極的に取り組んでいき

たい。 

Ｃ）教師の役割（発問，指示など） 

 生徒の主体的な学習活動を促すための指示発問を計画的に行うことはもちろんであるが，日々の授業につい

てももう一度見つめ直してみる必要がある。生徒の学習活動をより効果的にすすめるための発問内容を学習課

題と併せて検討していきたい。具体的にはロジックツリーなどを活用して，発問内容の精選と見直しを行い，

自分自身の授業を見つめ直す機会にしていきたい。 

 また，学習過程の中でその機会がふえつつある「交流」の際の教師の役割については検討していきたい。 

 生徒主体の交流活動がより効果的で，内容的に深みをもたせるものであるために取り組んでいきたい。友人

との考えの交流は，視野を広げさせきっかけにもなるだけでなく，コミュニケーション能力という図ることの

できない能力への第一歩にもなると考える。できるだけ多くのグループ活動の場を設定し，その時の教師の動

きについては，目標と観点を失うことなく実践を積み上げていきたい。具体的には，グループ活動における教

師の観察，助言の方法，一斉指導における取り上げ方，目標への収束についてなどが考えられる。 

Ｄ）評価 

 教師側がどのように見取るかも大切な要素であるが，生徒自身にどのような学習を経て，どのような力が身

に付いたかを認識させることも有用であると考えている。これまで，一枚ポートフォリオや振り返りシートな

ど，さまざまな方法で取り組んできたモノをさらに発展させていきたい。生徒自身のメタ認知的な視点をもつ

ことの有用性に気づかせるとともに，教師の評価が生徒に効果的に還元できることの二面からせまることがで

きればと考えている。 
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３ 研究内容 

 １）課題解決的な言語活動の設定 

  「言語活動の充実」 

 小学校で身に付けた力を今後の社会生活も見据えた言語活動を通して，課題を解決する能力を身に付け

ることが求められている。この目的を達成するためには，生徒自身が課題を明確にし，学習の見通しをも

って主体的に課題解決に取り組む授業を創り上げて行かなくてはならい。 

 課題解決的な言語活動という研究内容には課題解決にふさわしい価値ある学習課題・言語活動が求めら

れる。これらを設定する際に，前述したとおり以下の３つの観点に注意したい。 

① 生徒の日常生活や社会生活を踏まえる（身の回りの言語から「気付く」）） 

 生徒の日常生活や社会生活と言葉が密接な関係にあることを学習を通して実感させることで，言語能

力を身に付ける有用性に気付かせ，身の回りの言語についても敏感になるような感覚をもたせたい。そ

のために学習課題についても生徒の国語科の既習事項や生活経験の実態を踏まえた上で，検討していき

たい。 

②さまざまな観点からせまることができる（多様な考えを生み，他の考えとの「交流」を深める） 

 生徒の考えを深め，広げる一つの方法が交流である。さまざまな考え方と出会うことで，自分の考え

を見つめ直し，新たに創り上げる機会をもつことができる。交流を促し，多くの考えに出会うためにも，

さまざまな観点からとらえることができる課題と活動の場を設定する必要がある。 

③これまで身に付けた言語能力を活用することができる（自らの言語能力をメタ認知する） 

 生徒自身がこれまでどのような考えをもっていたのか，もしくはどのような力を身に付けてきたのか

について振り返り，その言語能力を生かそうとする課題・活動を設定したい。つまり，既習事項を活用

させる課題である。生徒が自分の学び方を少しでも意識することができればと考える。幸い今年度から，

小学校，高校の先生方にも協力員として参加していただいた。学習課題・言語活動の設定について「小

学校 － 中学校 － 高校」の流れについても検討していきたい。 

 このように３つの観点を生かして学習課題・言語活動の設定に取り組む。 

 ２）学習過程を明確にした指導計画 

 読解の場面において，学習者が文章をどのように読み解いているかということを意識することは，読解

の方法を自分の力として身に付けることになる。新しい文章に出会った際にも，これまで身に付けた方法

で内容を理解しようとするだろうし，逆に自分が身に付けていないアプローチで文章に触れようとする新

しい方法に向かおうとする意欲を喚起することになるだろう。大切なことは，生徒が読解の過程の中で，

自分がどのような学習を行っているかを明確にすることである。 

 そのためには，学習過程において，何を目的にどのような観点から学習しているかを明らかにする必要

がある。新学習指導要領では，指導事項が学習過程を意識して配列された。もちろんすべてこの流れで学

習が進むわけではないし，複合的に行われる生徒の読解過程と完全に一致することはないであろう。しか

し，それぞれの活動を流れの中で意識的に行うことは，確実な習得と新しい気づきへの観点となる。 

 例えば，説明的文章を読む時，まず「題名」から内容と構成についてこれまでの既習知識や経験と関連

付けて，文章の大体について見当を付けるいわゆる「題名読み」が無意識のうちに行われる。そして，こ

こで形成された内容と構成を下地に，文章の初めから読み進めることで検証し，再構成しながら理解を進

めていく。このような説明的文章を自分自身がどのように読み進めているかという読みの構え，いわゆる

スキーマを生徒に自覚させるのである。そうすることで，新しい文章に向き合ったとき，いつもとは違う

文章構成，書き出しの違い，内容の理解の仕方について気づき，新しい自分の読みを形成していくことに

なる。 

 このように一つのパッケージ。スキーマとして意識させることで，文章の解釈に際し，自らの力で絶え

ずモニターし，予想の方向性を調節・修正することが可能になるであろう。 

 

４ 研究を支える取り組みとして 

 １）単元構想表 

 冨山哲也調査官が推奨する「単元構想表」を基に指導計画を立てることで，より活動の流れが明確にな

るとともに，課題をどの段階で，どのような流れで設定していくことが望ましいのかについて考えること

ができる。指導計画を立案する際に活用していきたい。 
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 ２）ＮＩＥ 

 生徒が言葉について興味関心をもち，主体的に言葉とかかわとうとする態度を形成するためには，言葉

のもつおもしろさや実生活における有用感に気づかせるところから始めなくてはならないと感じている。

文学的文章を深く読んだり，説明的文章の構成を自分の表現に生かしたり，さまざまな場面で国語に対す

る関心を高める機会はある。しかし，生徒は，その機会に気づかずに学校の授業だけで国語科が完結して

しまっている場合が多いのではないだろうか。豊かな言語感覚を養う環境は身の回りに存在しているのに，

参画せずに傍観している状態がある。のために，新聞を活用した授業に取り組んでいる。日常的に触れる

こと，身の回りの言語に関心持つことを目的としている。 

 ３）可視化・ノート作り 

 気づいたことや考えたこと，理解したことなどを見えるようにすることで，情報がより整理されやすく

なると考えている。基本は，自分でわかりやすく構成したノート作りであるが，その観点をもたせること

をねらい，これまでの研究においても以下のような可視化を意識した取り組みを行った。 

 ・「トゥルミンモデル」を使った論理構成の分析（説明的な文章の読解） 

 ・「一枚ポートフォリオ」を使用した思考の変容の見取り（一単元を通した授業の感想の見取りと変容） 

 ・「共感・疑問・批判」を意識した読解（文章読解の際の思考の分類）など 

 このことは，生徒の意識化だけでなく，教師側の評価としても有効であると考える。生徒がノートをと

ることによって考えを深められるような工夫を積み重ねていきたい。 

 ４）考えの交流 

 自分の考えを再構成するための一つの学習過程に「交流」がある。これまでも学習過程の中に組み込ま

れており，小グループによる意見交換は効果的であることが実感としてある。しかし，ただの意見発表で

終わってしまったり，深みや広がりをもった交流にまでたどり着かなかったりする場合も多く見受けられ

る。そこで，ファシリテーション（ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｏｎ：集団による知的相互作用を促進する働き）やワールド・

カフェなどの考えも取り入れながら，より効果的な交流のあり方について実践に取り組みたい。 

 【 昨年度の具体事例 「ワールド・カフェ教室版」 】 

 ワールド・カフェ形式で行うと１セット，２時間ほどかかる。そこで，１単位時間（５０分）で収まるワ

ールド・カフェ教室版に改訂した。 

①１単位時間で行うための時間設定 

 学習活動 時間 活動の概要 

１ 課題の確認 ５分 ・本時の課題を確認する。 

２ 第1ラウンド １０分（移動１分） 

・４人１グループで第１ラウンド。 
・第２ラウンドに向かう際にカフェ・ホスト（１名）を決め，ホスト

はその場に残る。 
・ホスト以外の３名は，新たな視点を得るために他グループに旅立つ。

３ 第2ラウンド １２分（移動２分） 
・新たなグループで第２ラウンド。 
・カフェ・ホストは，グループで話し合われたことを他グループから

の旅人に説明する。 

４ 第３ラウンド １０分 
・カフェ・ホストが中心となり，さまざまな視点を基に，課題解決の

ための集約に入る。 
・課題に対して，まとめることができなくてもよい。 

５ 全体交流 １０分 
・各グループで話し合われたことを発表する。 
・自分の考えを振り返りシート等に記入。 

②生徒の自由な発想を（気付きを大切にさせる。お互いに発送を引きだし，つなげる。） 

 ・落書き用模造紙の利用 ・全体共有の場面 

③リラックスした環境作り 

 ・ラウンド終了の合図 ・図書室が理想的 

 

５ ２年間の成果と課題 

 １）課題解決的な言語活動の設定 

・「気付き」から課題設定を行う 

○ 生徒の活動に対する意識。関心意欲だけでなく，活動量も充実する。 

△ 生徒の実態・指導事項・学習活動（教材）のマッチング。活動にとらわれないようにすること。活
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動が中心になり，生徒も教師も指導事項を見失うことがあった。 

○ 気付きからの学習課題の設定。生徒の気付きを基に，学習課題を設定することで，課題に対する 

・「交流」を通した自分の意見の形成 

○ ２年間の成果が見られる。自分達で「交流」の方法を選択するようになった。また，話し合い活動

に慣れ，どのような課題においてもスムーズな進行が見られる。 

△ ワールド・カフェが充実するのだが，目的や状況に応じた活動内容の選択が求められる。 

 ２）学習過程を明確にした指導計画 

○ 一枚ポートフォリオの活用。 

目的に応じた記述ができるようになってきた。何が求められているか，短時間でまとめる力が付い

てきた。 

△ 早くなった分，文章量が増え，細かい字で多くの文字を記述するようになった。短くまとめること

は，難しい作業ではあるが，端的に伝える力は，要約する力にもつながるので指導していきたい。 

 

６ 本年度の取組 

 １）課題解決的な言語活動の設定 

  ・「気付き」から課題設定を行う 

  ａ 生徒の実態・指導事項・学習活動（教材）のマッチングを検討。 

  ｂ 気付きからの学習課題の設定。 

  ｃ ＮＩＥの活用。 

  ・「交流」を通した自分の意見の形成 

  ａ 目的や状況に応じた活動内容の充実。 

  ｂ 生徒自身による交流の活動の選択。 

 ２）学習過程を明確にした指導計画 

  ・評価シートの工夫 

   一枚ポートフォリオの活用 

  ・視覚化 

   視覚的な効果について考えさせる場面の設定 

 

７ 授業実践 

 １）平成２５年７月５日（金）第１回事前研究会 

 ・ 「若桐のつどいのおすすめスポットを紹介しよう」 

   ～情報を整理して，文章で伝えよう～ 

  授業者 冨髙 勇樹「わかりやすく説明しよう 観点を決めて書く」（光村図書出版１年） 

 ２）平成２５年１１月３１日（土）中等教育研究会 

 ・ 「１４歳の私の意見」（「学校週６日制」について）を書こう 

  ～ 自分の立場，伝えたい事実や事柄を明確にする ～ 

  授業者 平井規夫「立場と根拠を明確にして書こう 意見文を書く 」（ 光村図書出版２年 ） 

 ・ 「ＣＭ批評」を書こう。 

  授業者 望月 陵 「説得力のある考えを述べよう ～批評文を書く～ 」（光村図書出版３年） 

 

８．研究のまとめ 

（１）生徒に問いをもたせる授業の視点 

 １）課題解決的な言語活動の設定 

・ 「気づき」から課題設定を行う 

 初発の感想などにおける生徒の気づきから課題設定を行った。３学年の故郷では， 

（生徒の初発の感想） 「故郷に帰ってきたら，知り合いが変わっていた。彼らをどうしてかわってしまった

のだろうか。」 

（設定した課題）「故郷に帰ってきて変わったものは？」 

 これは，「変わったもの」と抽象度を上げることで「変化している」ととらえている主人公の語り手の視点に
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ついて考えることを狙いとしている。このように，生徒の読解をより深めるためのステップとして，生徒がも

っている視点から，教師が考えさせたい視点までのつなぎ役となる課題を設定することができた。これらの観

点を身に付けるために日常の取組として行ったＮＩＥオリジナルワークシート「ＦＵＺＯＫＵワークシート」

の積み重ねについても今度継続していきたい。 

・ 「交流」を通した自分の意見の形成 

 状況や目的に応じた交流形態の選択を生徒に考えさせる機会を多く取り入れた。ワールド・カフェは交流の

ツールとして，大きな効果を得ることを生徒は自覚していたが，それ以外の活動に対しても目的を達成するた

めに柔軟に選択するようになった。また，交流の際に自分の考えと友人の考えを視覚的に整理し，新たな発想

を得ようとする様子が見られるようになった。これは，読み取ったことや多くの意見や考えをまとめる際に，

表やベン図などを用いて整理することを意図的に取り入れたこと，考える際の気づきなどをノートに記述させ

ることなどの取組の成果であると考える。 

 また，ｉＰａｄなどタブレット型ＰＣの活用にも試みた。今後，情報収集ツールとしてだけでなく，情報交

流ツールとして，その機能を有効に活用していきたい。 

２）学習過程を明確にした指導計画 

・ 効果的な振り返りの在り方。 

 自己モニター能力を意識し，高めるために一枚ポートフォリオなどを用いてきた。学習課程の区切りやまと

めとして，自らの学習を振り返り感想や新たな発見を記述する形で意識化させてきた。これらの取組は，生徒

に学習全体の流れをつかませるだけでなく，自分自身がどのような力を身に付けてきたのかという観点では，

振り返りとしての効果があった。これは学習の初段階で行う，学習の感想（共感・疑問・評価）の記述を見て

も，前回の学習を生かした疑問などをもつことができるが，自分なりの視点から物事を批評する（自分の考え

をもち，物事を多角的にとらえようとする）記述があまり見られなかったからである。 

 そこで，「自ら問いをもつ」といった知的好奇心を揺さぶり，探究してみようというきっかけづくりのための

視点をもたせるために，学習の「振り返り」にもう一度焦点を当てた。具体的には，学習を通してどのような

力が身に付いたかを問うだけでなく，「見方が変わったきっかけ」をより明確にさせることを意識させた。どこ

で，どのような意見や考えに触れることで，自分の学習が深まったのか，考えが広がりまとまったのかを単元

を通して振り返らせる取組を行った。 

 まだ，取組ははじめたばかりであるが，生徒が気づきの瞬間を振り返ることで，新たな気づきへのきっかけ

づくりになればと考える。 

 

（２）全体研究主題に関して 

 探究心をもつためには，新しい観点を得ることの楽しみや，課題解決のための方策を講じた喜びの積み重ね

が必要と考える。国語科においては，交流の場において視覚的ツールや話し合いツールを用いて観点を広げる

機会を増やした。評価活動を工夫し，学習をしている自分を見つめる機会を設けた。これらの学習活動を軸と

して，新しい時代に有用な思考力・判断力・表現力等を身に付けさせていきたい。 
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